
「慰霊の日」がある沖縄では、6月は平和について考える月。いまぁじで平和学習に取り組みました。 

事前学習としてビデオを鑑賞し、対馬丸沈没や沖縄の地上戦について学びました。22日（金）には糸満市

摩文仁にある平和記念公園へ行き、平和の礎を見学しました。 

いまぁじだより 7月号 

浦添市 適応指導教室「いまぁじ」 

１日（金）の遠足にはくくむいの交流生徒も含め6人の生徒が参加しました。海水を汲みあげ循環させて塩

にする過程を工場の人に説明していただき、熱心にメモを取る生徒もいました。遺跡を散策したり、海辺で

足をつけて遊んだり、ミニミニ動物園ではお気に入りの動物を見つけてじっくり観察していました。 

もうすぐ七夕ですね。笹の葉さらさら…☆織姫と彦星は今年は巡り合えるのでしょうか。 

7月の行事予定 
 

 ５日（木） スポーツデー① 沖縄県総合運動公園 

 11日（水） JICA訪問（宜野湾市適応指導教室と合同） 

１８日（水） １学期終業の会 

２３日（月）～25日（水）夏休みの宿題ウィーク 

２７日（金） 保護者会③  
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塩工場の見学 海辺で水遊び 動物とのふれあい 

Aさん 

 戦争であんなにたくさんの人が亡くなっていたのを知って、戦争はとてもこ 

 わいことなんだと思いました。 

Bさん 

 平和の礎に行って驚いたことは、彫られている名前の数でした。沖縄の人か 

 ら、日本、海外の人までたくさんの名前が彫られていました。その数だけ戦 

 争で亡くなった人がいるので戦争がなくなればよいと思いました。 

Cさん 

 改めて見ると名前が沢山あって、苦しんで亡くなった人が、今自分の立って 

 いるところに戦争の間いたと思うと悲しくなりました。たくさんの人の命を 

 失ったぶん、これからの沖縄をもっと平和にしていきたいなと思いました。 

参加した生徒の感想（一部抜粋） 

スポーツ活動の様子 


